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問い合わせ…政策審議室　i048-259-7674　k048-254-1367　市ホームページ「中核市への移行」もご覧ください。

中核市・川口
－平成30年4月1日の移行を目指して－

　「
中
核
市
」は
、
地
方
自
治
法
に

定
め
ら
れ
た
大
都
市
制
度
の
一
つ

で
す
。
中
核
市
に
な
る
と
、
こ
れ

ま
で
法
律
な
ど
に
基
づ
き
県
が
行

っ
て
い
た
仕
事
の
一
部
を
、
市
が

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
が
受
け
る
仕
事（
事
務
）の

項
目
数
は
約
1
千
９００
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
仕
事

の
経
費
は
、
国
の
地
方
交
付
税
と

い
う
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
確
保
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
専
門
的
な
人
材

の
確
保
と
育
成
は
県
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

■県から市に移る仕事

・保健所の業務
・廃棄物の収集運搬・処

理施設設置許可
・保育所、養護老人ホー

ム設置の認可・監督
など

国の仕事国の仕事

テレビ広報番組ふれあい川口
中核市特集

　
中
核
市
は
、
国
が
政
令
で
定
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
市
議
会
で
中
核
市

移
行
を
国
に
申
し
出
る
こ
と
を
議
決
し

ま
す
。
そ
の
後
、
県
お
よ
び
県
議
会
で

の
手
続
き
を
経
て
、
市
が
国
に
申
し
出

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
仕
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
条
例
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を

経
て
、
市
議
会
で
議
決
し
ま
す
。

中核市になると 現         在

　中核市になることでどのように変わ
るのでしょうか。いくつかの具体例

（イメージ）をご紹介します。

「教えて！中核市」

●J：COM川口・戸田
　　　　  12：15～12：45

（3日（土）、4日（日）は8：30～9：00）
●J：COM埼玉東

　　　　  20：00～20：30
●市ホームページ　1/1～

川口市マスコットきゅぽらんが、「中核市」の
ことを、わかりやすくリポートしています。

放送時間

放送時間

日 1月1日（祝）～7日（水）

平成26

平成28

平成29

平成30

年度 主な項目

■市議会での
 「中核市指定申出」議案の議決

■中核市移行（4月1日）

■県・県議会での手続き
■国での手続き・政令公布
■市議会での条例の議決

平成27

移
行
準
備
作
業

移
行
手
続
き

中核市移行がもたらす効果

自らのまちのことを自ら
決められる領域の拡大による
自治の活性化

中核市移行の目標期日

平成30年4月1日

市ホームページ
「中核市移行基本方針書」から抜粋

「川口の元気づくり」のために

埼玉県の仕事埼玉県
の仕事

川口市の仕事川口市の仕事

　これまで市を経由していた県の仕事が
市に移り、一括して手続きできるように
なるので、お待たせする期間が短くなり
ます。

例えば･･･
■身体障害者手帳の交付　
■母子・父子・寡婦福祉資金の貸付

サービスのスピードアップ
　これまで市と県に分かれていた同じ分野の指
導、監督や許可などの仕事が市に一元化される
ので、よりきめ細かで効率的に対応できるよう
になります。

例えば･･･
■市が行っている社会福祉法人監査と新たに移

譲される社会福祉施設監査の一元的な実施
■産業廃棄物と一般廃棄物の一元的な対応

サービスの効率化

　中核市への移行とともに、包括外部監査制度
が義務化されます。
　弁護士や公認会計士など外部の監査人が、市
の財務の執行などを監査し、行政の効率性、組
織・運営の合理性
や、適法性、適正
性を詳しく調べる
ので、行政の透明
性がより一層高ま
ります。

行政の透明性の向上
　埼玉県川口保健所が行っている精神保健、感染症予防、医事
および薬事、食品衛生、環境衛生等に関する業務を引き継いだ
川口市の保健所を設置します。
　また、食中毒などのような
健康被害の予防、拡大防止に
迅速に対応できるよう、検査
業務を中核市移行時から行い
ます。
　さらに、保健所と密接に関
わる保健センターの仕事を、
一体的に提供できる体制を整
えていきます。

保健所の設置

中
核
市
に
つ
い
て
の
情
報
を
、来
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
ま
す
。

中核市 検 索

現　　在

川口保健所

〈検査〉
衛生研究所（吉見町）

保健センター

中核市移行後

保健所

検査部門

保健センター

川口市

川口市

埼玉県

なぜ?Why?

なに?
What?

中核市

中核市

どう進む?How?

中核市

こうなる!Change!

中核市

　「
川
口
の
元
気
づ
く
り
」は「
自
ら
行
政
に

参
加
し
、
自
分
た
ち
が
決
め
、
自
分
た
ち
が

ま
ち
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
」と
い
う
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
自
治
の
思
い
が
原
動
力
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と

を
私
た
ち
が
自
ら
決
め
ら
れ
る
幅
を
、
今
よ

り
も
っ
と
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
は
、
中
核
市
へ
の
移
行
を
目
指

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
中
核
市
に
な
る
と
、
福
祉
、
保
健
、
環
境

な
ど
、
市
民
に
身
近
な
分
野
の
多
く
の
仕
事

が
、
県
か
ら
市
に
移
り
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
市
民
に
一
番
身
近
な

市
の
視
点
で
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
や
安
全
・
安
心
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
の
中
核
市
移
行
を
目

標
に
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
な
が
ら
、

中
核
市
の
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　「
川
口
の
元
気
づ
く
り
」を
、
い
っ
し
ょ
に

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■埼玉県知事への中核市移行
　に係る協力要請（11月11日）

■埼玉県との協議

市では、いまよりも、さらに地域の実情に合ったきめ細かな行政
サービスを、市民の皆さんに提供するため、平成30年4月1日を
目標期日として、中核市への移行の準備を進めています。

中核市移行の目的

川口市自治基本条例のもと
市民とともにまちづくりを
進める
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